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　身近な地域で気軽に集える居場所づくりとして各地
区で行われているふれあいサロン。８月31日、大内
地区の「あたご会」へ訪問してきました。参加者の皆
さんは、体操で身体を動かした後、計算ドリルや塗り
絵などで頭の体操を行っていました。笑顔と笑いがあ
ふれる素敵なサロンでした。

・赤い羽根募金箱コンクール
・うぐたんが行く！
　　　　丸森町社協 事業紹介
・笑顔いっぱい まるもりっこ
・社協会費協力者一覧
・お知らせ

主主 なな 内内 容容
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活気あふれる大内地区
「あたご会」訪問！

この広報紙は、町民の皆様からお寄せいただいた赤い羽根共同募金を
財源に発行しています。



　福祉用具について理解を深めてもらおうと、
10月18日(火)、９名の方に参加いただき、丸森
まちづくりセンターで家族介護教室を開催しました。
　今回は、丸森町地域包括支援センターの担当者
から介護保険サービスの内容を説明させていただ
いたあと、㈱アルプスビジネスクリエーションの
高野様をはじめ２名の方より「福祉用具のミニ知
識について」をテーマにお話ししていただきまし
た。参加者の皆さんは実際に介護用具を試してみ
て、いざという時の備えとして福祉用具の使い方
を学ぶことができたようでした。

対　　象　在宅で高齢者を介護している方、介護について学びたい方
内　　容　介護に関する知識や技術、介護者自身の健康管理などについて学ぶほかに、参加者の交

流を促進します。
開催回数　年２回（今年度は10月と２月）

　家族介護教室は、介護による家族の負担を軽減するため、介護に役立つ知識、介護方法などを学
ぶ教室です。丸森町から事業委託を受けて、丸森町社会福祉協議会が年2回、実施しています。

家族介護教室

相談援助実習
　丸森町社会福祉協議会では、福祉分野で活
躍する人材を育成するため、社会福祉士取得
を目指す実習生の受け入れを行っています。

うぐたんが行く！うぐたんが行く！
入賞おめでとうございます!!

▲介護用ベッドに興味津々の様子

　丸森町社会福祉協議会の事業について、うぐたんと
一緒に紹介していくコーナーだよ！今回は、家族介護
教室と相談援助実習について紹介するよ！
　みんなに社協のことをもっと知ってもらいたいな！

　今回は、８月から１か月間実習に
来ていた『引地葵さん』に実習を通
しての感想を書いていただきました。

▲ちゃれんじかーど

※次回は、令和５年２月24日（金）、お薬に関する講座を行います。詳しくはホームページ等に掲載します。

福島学院大学４年
引地  葵さん

　丸森ひまわりこども園が令和４年度宮城県保育
研究大会及び北海道・東北ブロック選考会で優
秀発表として選出され、10月20日（木）全国保育
研究大会に出場しました。「笑顔と歓声にあふれ、
いきいきと遊ぶ子ども～健康な心と体を家庭とと
もに育てる「ちゃれんじかーど」の試み～」をテー
マに、園で行っている子どもたちの生活リズム改
善のための取り組みについて発表しました。 ▲大会関係者と記念撮影

（主催：全国保育協議会）
丸森ひまわりこども園が全国保育研究大会に出場しました！丸森ひまわりこども園が全国保育研究大会に出場しました！

ご応募ありがとうございました。
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丸森町社会福祉協議会賞

丸森町教育委員会賞丸森町長賞

丸森町民生委員児童委員協議会賞 丸森町商工会賞

宮城県共同募金会賞丸森町共同募金委員会賞

丸森町行政運営推進委員会賞

丸森町校長会賞 河北新報社賞

10 月開催の様子を
チラッと紹介！

　忙しい中、１か月間相談援助実習をさせていただき、ありがとうございま
した。恵まれた環境の中で実習できたことに感謝するとともに、４年間の大
学での学びを糧にして、今後、社会福祉士の資格を取得し、地域で生活する、
又は地域や住み慣れた場所で生活したいと願っているたくさんの人と関わっ
ていけたらと思います。
　実際に勤務しておられる皆様の生き生きと活躍している姿を拝見できたこ
とで、将来社会福祉士として働きたいという思いがより一層強くなりました。
今回の実習で得たことを活かして立派な社会福祉士になれるよう努力します。
１か月間大変お世話になりました。

福祉用具のミニ知識について福祉用具のミニ知識について
講師　㈱アルプスビジネスクリエーション大河原営業所

第65回 全国保育研究大会

　丸森町共同募金委員会では、町内の小学生を対象に「赤い羽根募金箱をつくろうコンクール」を実施し
ました。共同募金運動に関心を持ち、理解を深めることを目的としています。今年度の応募総数は88点、
9月21日の審査会で10点の作品が入賞しました。
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　『SDGs（Sustainable Development Goals）持続可能な
開発目標』とは、貧困や不平等、格差、紛争、感染症、気候変
動など、現在直面している問題に目を向け、（それぞれの立場
から）協力して取り組み、人々にとってより良い生活、より良
い世界をつくるため、2015年９月の国連サミットで採択された、2016年から2030年までの15年間
で達成するために掲げられた世界共通の17の開発目標のことです。
　丸森町社会福祉協議会が運営する児童福祉施設と子育て支援センターでは、「誰ひとり取り残さない」
を目指して、未来を担う子どもたちと一緒にできる、SDGsの考えを取り入れた活動を積極的に行って
います。

　地域の方々や伊具高生のお兄さん・お姉さんに教えてもらいながら色々な種類の野菜を植えました。
野菜を観察しながら、生長する様子を楽しんでいます。収穫した野菜は給食の時間に食べて、食べ物の
大切さ、ありがたさを感じています。

みんなで取り組もう　SDGs

▲ライフジャケットを着用し、沢
を目指して傾斜を下りている
様子

▲焚き火体験の様子
材木だけではなく、自然の落ち葉や木の
枝などを代用できることも教わりました

▲「（沢が）きれいだね」、「魚い
るかな？」と話していた子ど
もたち

▲１歳児…空き缶を使ってぽっとん
落としを作りました。ペットボト
ルの蓋にシールを貼っています

▲３・４・５歳児…牛乳パックの空
き容器を使って万華鏡作りをして
いる様子。完成が楽しみ

▲２歳児…ペットボトルを使ってス
ノードーム作りに挑戦！どのビー
ズにしようかなぁ

▲伊具高校のお姉さんに種のまき方
を教えてもらいました。

「大きくなーれ」

▲スナップエンドウはすぐに大きく
なり、毎日収穫できるのが楽しそ
うな子どもたちでした

▲収穫したすいかでフルーツポンチ
を作ってもらいました

▲マシュマロを焼
いている様子

食育活動～おいしい野菜だいすき！～

　９月７日(水)に大内保育所で「わくワークショップ」を開催し、保護者と一緒にペットボトルなどの
空き容器を使っておもちゃを手作りしました。廃材に触れて、素材や形に興味を持ち、イメージを膨ら
ませながら制作を楽しんでいたようです。一つひとつの作る過程を楽しみながら、物を大切に使うこと
を保護者と一緒に学ぶことができました。完成したおもちゃは、世界に一つだけの素敵な作品となりま
した。

持続可能な開発目標17項目のひとつ「貧困をなくそう」とは…
　児童福祉施設のSDGsの取り組みをご紹介しましたが、すべての活動に共通する目
標があります。それは、目標１「貧困をなくそう」です。貧困と聞くと、お金がない、
水がない、食事ができない、教育が受けられないと思う方が多いと思いますが、絵本を見ることがない

（文化の体験）、外（自然）で遊ばない（自然体験）、愛されない（愛され体験）、自分の意見が言えない
（自己選択機会の体験）などの欠如も貧困に含まれます。そのため、児童福祉施設と子育て支援センター
では、子どもたちがなるべく多くの体験ができるよう、活動を考え実践しています。

●SDGsだより（年間４回発行）
　支援センターやこども園で配布したSDGsだより
について、感想やご家庭での取り組みを教えていた
だいています。「食べられない子どもたちがいるこ
と、食べ残しを減らそう、食べることができる幸せ
を感じよう」など、今私たちにできるSDGsの取り
組みをお伝えしています。

●野菜の栽培
　自然の恵みのありがたみと、
つくる（栽培）責任を学んで
います。ナスやトマト、はつ
か大根を栽培しました。

●「秋の自然であそぼう　自然体験とSDGs」
　丸森町や近隣の自然を生かし、イベントを開
催しています。11月12日（土）には齋理屋敷と
コラボで「秋の自然であそぼう　自然体験と
SDGs」を開催します。

　自然ってずっとあるものなのかな？もし、山や森が汚れてしまったら、そこに住む生き物たちはどう
なるかな？ SDGsについて学ぶことは子どもたちが地球環境や現代社会の問題について考えるきっかけ
になると考えています。今回の自然体験では、美しい緑やきれいな水、小動物や虫などが人と共存して
いることを直接感じ取る機会となりました。丸森にも自然豊かな場所がありますので、次回は地元で自
然体験をしていきたいと思います。
　自然体験活動は、郡山女子大学短期大学部の柴田 卓先生より教わりながら丸
森たんぽぽこども園、大内保育所も８月30日に同じ活動を行いました。

子育て支援センターのSDGsの取り組みをご紹介します

ホームページに各種おたより
を掲載しています。
丸森町子育て支援センターホームページ
https://marumori-shakyo.jp/support

自然体験(園外保育)～沢あそび＆焚き火体験～ inアオネ×マトカ（川崎町）2022. ８.31

ひまわりこども園

たんぽぽこども園

大 内 保 育 所

廃材を使ったおもちゃの手作り体験
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賛 助 会 員

特 別 会 員

　　　　　　　　　　浅　野　泰　二　　　阿　部　栄　子　　　阿　部　敬　弥　　　阿　部　健　一
池　田　茂　明　　　池　田　孝　子　　　泉　　　俊　夫　　　一　條　末　子　　　永　德　君　雄
遠 正 建 設 ㈱　　　大　槻　さわ子　　　岡　崎　勝　志　　　㈲ 岡 崎 工 務 店　　　岡　崎　俊　範
菅　野　長　保　　　菅　野　文　子　　　㈲ 菅 長 石 材 店　　　菊　地　健　二　　　草　刈　純美子
グ リ ー ン 鈴　　　齋　藤　成　子　　　齋　藤　　　傳　　　齋　藤　哲　雄　　　佐久間　新　平
佐　藤　　　晄　　　佐　藤　　　巖　　　佐　藤　勝　榮　　　佐　藤　泰　子　　　佐　藤　德　子
三　瓶　　　勇　　　宍　戸　克　美　　　宍　戸　政　秀　　　柴　又　利　夫　　　白木自動車整備工場
田　口　時　雄　　　行　形　修　二　　　平　間　常　夫　　　船　山　和　子　　　船 山 建 設 ㈱
船　山　定　男　　　舩　山　　　太　　　八　島　比　呂　　　八　巻　昌　一　　　八　巻　千賀子
八　巻　貞　一　　　八　巻　雅　夫　　　八　巻　美紀子
　　　　　　　　　　板　橋　　　茂　　　伊　藤　暉　郎　　　大　石　岩　夫　　　太　田　京　子
加　藤　義　則　　　川　端　眞　司　　　菅　野　惠美子　　　今　野　よう子　　　齋　藤　欣　一
齋　藤　照　子　　　齋　藤　米　子　　　佐　藤　隆　一　　　宍　戸　尚　義　　　鈴　木　文　雄
　　　　　　　　　　池　田　えり子　　　池　田　純　一　　　大　橋　　　進　　　金　上　　　孝
金　澤　秀　男　　　菊　地　礼　子　　　木　村　延　弘　　　酒　井　良　久　　　引　地　明　子
引　地　國　夫　　　引　地　久美子　　　引　地　宏　治　　　引　地　孝　信　　　引　地　輝　子
引　地　弘　人　　　引　地　芳　郎　　　ひ っ ぽ 電 力 ㈱　　　目　黒　房　子　　　目　黒　秀　光
目　黒　正　紀　　　門　間　郁　子
　　　　　　　　　　阿　邊　いずみ　　　阿　部　恒　雄　　　阿　部　尚　子　　　阿　部　はつ子
荒　　　郁　夫　　　荒　　　祥　子　　　伊　藤　誠　一　　　梅　津　　　登　　　梅　津　正　喜
大河内　今朝治　　　㈲ 小 野 商 店　　　小　野　のり子　　　菅　野　忠　志　　　菅　野　俊　一
菅　野　　　富　　　菊　地　健太郎　　　菊　地　　　隆　　　菊　地　　　武　　　菊　地　友　一
菊　地　成　孝　　　佐　藤　永　喜　　　佐　藤　恵　子　　　佐　藤　昭　一　　　高　山　　　功
寺　島　由　美　　　星　　　　　昭　　　星　　　文　夫　　　向　井　正　子　　　目　黒　裕　明
森　　　　　浩　　　門　間　順　一　　　門　間　征　子　　　矢　吹　仁一郎　　　矢　吹　楯　雄
山戸田　次　男
　　　　　　　　　　天　野　君　雄　　　小　野　武　彦　　　加　藤　孝　彦　　　窪　田　恵　美
齋　藤　せきの　　　星　　　一　子　　　星　　　絹　子　　　目　黒　宏　明　　　目　黒　芳　子
横　山　よう子　　　横　山　博　昭
　　　　　　　　　　浅　田　典　子　　　預　幡　悦　子　　　預　幡　良　治　　　梅　津　忠　雄
大　石　照　好　　　大　泉　清　敏　　　小　川　喜美子　　　小 野 造 園 左 官　　　小　野　孝　信
小　野　時　子　　　小　野　もと子　　　小　野　森　政　　　加　藤　忠　良　　　川　村　賢　司
菊　池　一　成　　　菊　池　かつ子　　　菊　地　　　昇　　　菊　池　武　由　　　菊　地　政　司
齋　藤　重　信　　　齋　藤　　　誠　　　齋　藤　　　勝　　　㈲ 佐 久 間 精 密　　　佐々木　秀　之
佐々木　　　吉　　　佐々木　義　則　　　佐　藤　一　郎　　　佐　藤　勝　彦　　　佐　藤　紀　義
佐　藤　文　子　　　佐　藤　美枝子　　　佐　藤　睦　子　　　髙　橋　洋　子　　　武　田　千恵子
武　田　正　成　　　たてやま歯科クリニック　　　塚　原　るり子　　　照　井　あさ子　　　飛　田　佐枝子
飛　田　善　雄　　　㈲ ナ ガ ト 工 業　　　長谷部　房　子　　　早　坂　　　修　　　はるはなファーム㈱
㈲ 半 沢 牧 場　　　グループホームひまわりの郷　　　松　井　榮　紀　　　㈱丸一ゴム製作所　　　八　巻　加　代
八　巻　　　宏　　　山　本　賢　一　　　山　本　朋　子　　　横　塚　敏　男　　　横　塚　雄　輔
和　田　百合子
　　　　　　　　　　一　條　克　郎　　　一　條　　　智　　　一　條　節　子　　　伊　藤　　　功
伊　藤　光　二　　　大　槻　光　一　　　小　畑　かつ江　　　佐　藤　利　枝　　　佐　藤　壽　雄
佐　藤　秀　夫　　　佐　藤　秀　雄　　　佐　藤　正　明　　　菅　原　公　孝　　　村　上　幹　男
　　　　　　　　　　一　條　信　一　　　いなか道の駅やしまや　　　大　野　すみ子　　　小　野　俊　一
小　野　清　一　　　小　野　雅　義　　　金　澤　宏　道　　　齋　藤　政　男　　　佐　藤　克　朗
佐　藤　静　男　　　佐　野　昭　一　　　宍　戸　哲　也　　　宍　戸　睦　雄　　　宍　戸　與志郎
星　　　悟　良　　　毎 日 発 條 ㈱　　　八　島　勇　雄　　　八　島　和　友　　　八　島　孝　誌
八　島　　　健　　　八　島　千　鶴　　　谷　津　清　治　　　谷　津　利　明　　　谷　津　俊　幸
谷　津　友　儀　　　横　山　順　子
　　　　　　　　　　丸森町ボランティア連絡会　　　丸森町民生委員児童委員協議会

（あいうえお順・敬称略）

（あいうえお順・敬称略）

　丸　森　19件19口
石井書店
小野金物店
㈱春日部組
啓明宮城小学校
㈲県南設備
西円寺
㈲齋嘉薬局
㈱サンエスブリーディング丸森農場
㈱七十七銀行丸森支店
㈲鈴木工務店
成和産業㈱丸森工場
寺角商店
東石物産㈱東北支店丸森工場
㈱東北三之橋
中里工業㈱
丸森町商工会
丸森ロイヤルケアセンター
㈱米森工業
渡辺政巳

　金　山　５件５口
㈱金山自動車
瑞雲寺

地域密着型特別養護老人ホームそよかぜ
㈱ハズ東北工場
㈱ホシバン

　大　内　９件９口
㈱伊具緑化
㈲小野商店
佐藤印刷㈱
㈲佐藤製作所
㈲富倉製作所
㈲ハヤシ住設
みずきの里丸森
武藤造園㈱
㈲山正タクシー

　小　斎　２件２口
㈱オグラサクセス
遊仙寺

　舘矢間　９件９口
㈱アキコーポレーション
菊地清明
㈲きくやす
窪田電気工事㈱
㈲笹原鉄筋工業

特別養護老人ホーム仙南ジェロントピア
㈱本田組
三澤医院
㈱横塚製作所

　大　張　８件８口
㈱伊藤工務店
㈲大槻ファーム
㈲島影工務店
中村次男
㈲中村電気工事
㈲益田材木店
㈱美紀工業
八島自動車

　耕　野　６件６口
㈱石塚養蜂園
木津建築
佐藤ボディ工業
㈱八島工業
㈲八島鉄工所
八島三千男

会費の種類 一般会費 賛助会費 特別会費 合　計
地  　区 件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額 金　額
丸  　森 973 778,400 47 141,000 19 190,000 1,109,400

金  　山 289 231,200 14 42,000 5 50,000 323,200

筆  　甫 192 153,600 21 63,000 0 0 216,600

大  　内 693 554,400 35 105,000 9 90,000 749,400

小  　斎 277 221,600 11 33,000 2 20,000 274,600

舘 矢 間 962 769,600 55 165,000 9 90,000 1,024,600

大  　張 232 185,600 14 42,000 8 80,000 307,600

耕  　野 216 172,800 26 78,000 6 60,000 310,800

団  　体 0 0 2 6,000 0 0 6,000

合  　計 3,834 3,067,200 225 675,000 58 580,000 4,322,200

（225口）
（一口　3,000円）

（58件58口）
（一口　10,000円）

令和４年10月31日現在　単位：円

令和４年７月１日～令和４年10月31日

令和４年７月１日～令和４年10月31日

丸森地区丸森地区 47件 47件

金山地区金山地区 14件 14件

筆甫地区筆甫地区 21件 21件

大内地区大内地区 35件 35件

小斎地区小斎地区 11件 11件

舘矢間地区舘矢間地区 55件 55件

大張地区大張地区 14件 14件

耕野地区耕野地区 26件 26件

その他その他 2団体 2団体
賛助会員・特別会員へのご加入は随時受け付けております。お気軽にお問い合わせください。
お問い合わせ　丸森町社会福祉協議会　　TEL　７２ー２２４１

令和４年度　丸森町社会福祉協議会
会費納入にご協力ありがとうございました。
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見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

環境に優しい植物油インキを
使用しております。

広報委員 委員長 八島　健・副委員長 佐藤千賀子・森　　浩・船山和子・佐藤克朗・齋藤洋一・門間郁子

「丸森町の福祉に役立ててください」と次の方々から寄付を頂きましたの
でご紹介します。（敬称略）

（令和４年８月１日～令和４年９月30日）

あたたかい善意ありがとうございました

自動販売機募金
・船山建設株式会社　　　　　　　　　4,188円
・有限会社小野商店　　　　　　　　　6,082円
・有限会社佐藤製作所　　　　　　　　3,994円
・有限会社みやぎダイキャスト　　　　　　1,324円

金銭寄付
８/ １ 丸森町ゲートボール協会
８/10 みやぎ仙南農業協同組合
９/12 丸森町高齢者生産活動センター 元織物部会
９/22 池野　俊一

●地域福祉

ランドセル差し上げます！ランドセル差し上げます！

困りごと…困りごと…悩みごとは…悩みごとは…

へどうぞ！へどうぞ！

　在宅で介護している方の心身のリフレッ
シュや情報交換を目的とした交流サロンです。
みんなでおしゃべりをしながらゆっくりとし
た時間を過ごしませんか？

家族介護者交流サロン開催のお知らせ家族介護者交流サロン開催のお知らせ

時　間：午前10時～正午
場　所：丸森まちづくりセンター１階　婦人研修室

相談日
11月１日（火）
11月15日（火）
11月29日（火）
12月６日（火）
12月20日（火）
１月４日（水）
１月17日（火）
１月31日（火）

LINE での相談はこちらから！
平日の８時30分～

17時15分　受付時間

▲丸森町社協～なんでも相談～公式LINE

日　　時　令和４年11月30日（水）
　　　　　10時～ 11時30分
場　　所　丸森まちづくりセンター
内　　容　多肉植物の寄せ植えと交流会
参 加 費　500円
申込期間　令和４年11月24日（木）まで

お問い
合わせ

丸森町社会福祉協議会
電話　72-2241

お問い
合わせ

丸森町社会福祉協議会
電話　72-2241

　災害ボランティアセンターの役割と実践編として床板のはがし方の体験をします。力仕事
が苦手だという方もコツをつかむと簡単にできますので是非この機会にご参加ください！！

災害ボランティア研修　～床板はがし体験～災害ボランティア研修　～床板はがし体験～

お問い
合わせ

ウェザーハート
災害福祉事務所

千川原 公彦　さん

一般社団法人
OPENJAPAN
緊急支援プロジェクト

手代　千賀　さん

と　　き　12月９日(金)
　　　　　13時30分～ 16時
と こ ろ　舘矢間まちづくりセンター
申込期間　令和４年11月30日まで
定　　員　40名

(事前申込制　先着順　参加費無料)
丸森町社会福祉協議会
電話　72-2241 　担当 加藤

　ランドセルの寄
付をいただきまし
たので、先着１名
の方に差し上げま
す。
　ご希望の方は丸
森町社会福祉協議
会まで電話でご連
絡ください。

※A4フラットファイル対応のランドセル※A4フラットファイル対応のランドセル
　ではありません　ではありません
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